
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分たちのまちは自分たちで守る」という住民意識の向上に 

よる地域防災の充実を目指し、自主防災組織の育成指導を推進し 

ています。 

      現在、少年消防クラブ２隊が定期的に消防訓練などの防災活動 

を実施しています。 

 また、「第７次舞鶴市総合計画」では、災害に強い「安全で安 

心なまちづくり」として、地域のつながりと地域力の向上を図る 

ため、自主防災意識の高揚と災害対応力の向上を目指します。 





■ 少年消防クラブ 
 

  舞鶴市においては、少年期における防火・防災教育を通じて社会活動、集団活動を体

験することは、非常に大切であると考えています。 

  現在、東西消防署の管轄区域ごとに少年消防クラブを結成しています。 

 

（令和２年４月１日現在） 

管  轄 名  称 人 員 数 結 成 年 月 日

東 消 防 署 東少年消防クラブ １５名 昭和６０年１０月１日

西 消 防 署 西少年消防クラブ １８名 昭和６０年１０月１日

計 ２クラブ ３３名 
 

 

 

【少年消防クラブ】 

 
   昭和５年５月２３日、現在の少年消防クラブの前身でもある舞鶴消防組少年消防隊

が結成されたことが消防組の沿革誌に次の様に記載されています。 

   「消防組頭金村仁兵衛氏から少年消防隊用腕用ポンプ１台の寄付を受け、舞鶴明倫

尋常高等小学校長小谷源蔵氏の賛同を受け高等科生徒５０名をもって少年消防隊が組

織されました。（少年消防隊旗１流、巻脚絆５０着も同時に支給された）」とあります

が、以後活動を中断することとなりましたが、改めて昭和６０年１０月１日に東西地

区に少年消防クラブが結成されました。 

 

 

■ 自衛消防隊 

 
   舞鶴市の自衛消防隊は、事業所を災害から守るため、事業所自らがポンプ車や小型

ポンプ等の機械器具を備え消防隊を編成しています。 

   〔主な事業所の消防隊〕 

   ジャパンマリンユナイテッド㈱舞鶴営業所・日本板硝子㈱舞鶴事業所・林ベニヤ産

業㈱舞鶴工場・ケンコーマヨネーズ㈱西日本工場 
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■ 市民に対する防災啓発事業 
 

  人にやさしい安全で安心なまちづくりのため、舞鶴市では、各機関の協力を得ながら、

市民の防災意識向上のため、防災に関する説明会の開催に努めております。 

 

 

 １ 自主防災組織結成に係る説明会 

市民それぞれが、「自分たちのまちと自分たちの命は自分たちで守る」という意識の

もと、自主防災組織の組織化とその普及を図り、市民一人ひとりの防災対応力を組織的

に向上をさせることを目的に、平成１４年度から各地域へ働きかけ、説明会を実施して

おります。 

   通常、災害が発生した場合には、消防、警察などの防災機関が全力をあげて防災活動

を行いますが、同時に広範囲で被害をもたらす大地震では、情報網の混乱などにより、

被害状況の把握が困難となり、さらには道路や橋の損壊、建物の倒壊、断水、停電など

によって消防防災活動が大幅に制限され、災害対応能力が大きく低下することが予想

されます。 

地域の方々が自主的・組織的な協力によって組織される自主防災組織は、このような

事態のとき、初期消火をはじめ、被害者の救出・救護、避難誘導等を行うことにより地

域の被害を少なくすることのできる大きな力になります。 

現在では１５９組織の結成がなされ、今後も結成に向けて住民意識の向上を図るべ

く説明会を実施してまいります。 

 

 

２ 自主防災リーダー養成研修 

  現在、舞鶴市内において、自治会を中心とした自主防災会や自主防災部の自主防災組織

が１５９組織設立され、訓練活動等を通じ、住民個々の助け合いなどにより、いざとい

う時の行動について防災意識の高揚を図っているところであります。 

  平成１９年度より、舞鶴市地域防災計画及び舞鶴市自主防災リーダー研修養成研修実

施要綱に基づき、地域の防災活動の核となるリーダー的な人材を養成し、更なる市民生

活の安心・安全の確保を行い被害の軽減を図ることを目的とした「舞鶴市自主防災リー

ダー研修会」を開催しています。 
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